
Ｒ６学校運営協議会委員用学校アンケート 結果 

左側は昨年度、右側は今年度の％を示している。空白は今年度も前年度も０である。 
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１ 教職員や地域の大人は、子どもの成長をほめることを意識している。 60.0→33.4 40.0→66.6    

２ 
教職員や地域の大人は「命の大切さ」や「きまりを守ることの大切さ」
を教えている。 

60.0→33.4 40.0→66.6    

３ 
体育大会や文化発表会などの学校行事は盛り上がり、子どもたちの成長
につながった。 

100→100     

４ 子どもたちは、元気な明るい声であいさつをし、活気にあふれている。 40.0→16.7 60.0→83.3    

５ 部活動は、練習内容や計画に無理がなく充実している。 30.0→16.7 50.0→66.6   20.0→16.7 

６ 学校は、たより等で情報をよく発信している。 70.0→66.6 30.0→33.4    

７ 子どもたちは、地域の行事に積極的に参加している。 20.0→0.0 80.0→83.4 0→16.6   

８ 学校は、子どもたちの安全確保や健康管理に気を配っている。 90.0→50.0 10.0→50.0    

９ 
教職員は、保護者や地域の方・来客に節度ある態度で接し、連携を大切
にしている。 

80.0→83.4 20.0→16.6    

○日頃の子どもたちの様子を見てお気付きの点や学校に関わることで気になる点についてご意見をください。 

◇可美中生は、いつも明るく元気な挨拶してくれる。これは生徒たちの心が、とても穏やかだからだと感じている。 

◇学校公開日や体育大会等の行事には保護者や地域の方々がたくさん可美中を訪れ、学校や生徒たちに関心を強く抱いている。 

◇今年度実現できた家庭科支援活動を今後も継続し学校の課題をさらに解決できて行きたい。 

◇体育大会では、部活動ごとのリレーがあり、盛り上がったと聞いた。このような取り組みを行い学校生活が楽しいものとなること
を期待している。 

◇中学生になると、祭典や防災訓練、ふれあい交流会など地域の人との関わりが減ってしまう。参加する子は一部だけなのでもう少
し増えたらいいと思う。可美マラソンの中学生の参加は多い。 

 

 


